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法案が暫定的に可決されたのであった。   
本稿では，ひきつづき下院における第二回の審議  
と結末について，前稿と同じく『フランス共和国官  
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うことだ。   
〈左翼の議員〉：そのとおり！それは，師範出  
が有能であるからだ！   
〈右翼の議員〉：自由と平等を，なんと考えるの  
か！」と（6）。   
最後にまとめとして，彼はつぎのように反対論を  
しめくくるのである。  
「したがって，私は延期を要求する。   
第一に，教育行政が，職のない3，000人の女子教  
員，1，000人の男子教員に職を与えることができる  
まで。   
第一二に，公教育大臣が教員の養成に関して私立学  
校の養成の力の正しい報告ができるまで。   
第三に，1867年法の実施状況を補完し，フラン  
スのすべてのコミューン（市町村）に公立学校の恩  
恵をおよぼす新しい法案が提出されるまで」と（7）。   
冒頭からの，こうした反対論に対し，時の公教育  
大臣JulesFerⅣが答弁演説にたつ。この答弁は，  



































では，世俗の女子教員を求めているのである。   
〈右翼席から〉 そこに，問題があるのだ！   
〈左翼席から〉実際，すべての問題は，そこにあ  
る！   
〈Barodet〉 それで，修道会教員免状（1esletters  
d，ob6dience）は？   
〈公教育大臣〉 そのことに，これから進もうと  




職（ポスト）を占めてしまっているのだ。   










（略）・・・   
〈右翼席から〉彼女たち，その女子教員たちには，  
免状はあるのか？   
〈公教育大臣〉 免状！ そんなもの，影も形もあ  
るものか！教員免状も，さらに修道会教員免状さ  
えも！   
〈中央席から〉 それでも職業なのか？   
〈公教育大臣〉 彼女たちは，私立学校の女教師の  
名乗っているのだ。   
〈右翼席から〉 それほど劣悪と思われる，それら  
の学校を，なぜ閉鎖しないのか？   
〈公教育大臣〉 なぜなら，女子の師範学校がなく，  
それゆえ代替する人材を欠いているからである。  
（そのとおり，と左翼席からの野次） そして，こ  
こにこそ，女子教員の師範学校を創設する方途を講  
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断・・・（左翼席から，賛同の声） ・しかし，  
















































翼席から，笑い声）。   
〈左翼席の一人〉 同じことだ！」（14ノ。  






















































































があるぞ！）  自由が問題なのではない。大切なこ  










とができるのである。   
師範講座については，まったく事情が異なる。そ  
こには，誰も立ち入ることもできないのだ。初等視  
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尾上 雅信  
設置しなければならない」を，「・・・設置するこ  
とを得る」と修正するものであった。議長の紹介の  
あと，当のde Saint－Martinが，登壇してその提案  















































私は信じたくないのである」と（24’。   
こうしたPaulBertの，いささか迫力に欠ける答  












































































































168票，反対281票で，de SaintTMartin修正案は否  
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「設置」の語義・意味を問う一 （37）に対し，まずは  









































常予算にその財源を置く」と（43）。   
ポール・ベールが補足説明したとおりの内容にな  
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（1）拙稿「フランス第三共和政初期の教員養成改革   
に関する考察（2）1879年師範学校設置法の成立   





（4）小野田正利『教育参加と民主制フランスに   




（7）Ibid．，p．2170．ここにいわれる「1867年4月8   
日の法律」とは，deCassagnacの説明によれば，   
以下のような規定をするものであった。すなわち，   
コミューン（市町村）を，住民500人以上のもの   
と，それ以下のものに分類し，前者つまり500人   
以上のコミューン（市町村）にはコミューン（市   
町村）立学校1校ならびに女子校1校の設置・維   
持を義務づける。ただし，500人以下のコミュー   
ン（市町村）で女子校のないものには，その義務   
を免除するというものであった。deCassagnac   
は，この法律の免除規定により公立の学校数は限   
られ，すでに女子教員は充足していること，さら   
に500人以下のコミューン（市町村）では「私立   
学校」が存在し，「ほとんどすべてで，貧しい女   
子教員ひとりが職についている」状態であること   
を指摘し，本法案の有効性に疑義をだすとともに，   
この1867年法の改定－すべてのコミューン（市   
町村）に公立学校の設置を義務づけることを   
求めたのであった。Ibid．，pp．2169－2170．  





（12）Loc．cit．Kellerの反対論は，ibid．，pp．2171－   
2174．  
（13）ここでKellerは，1877年3月19日に，Barodet   
が提出した136条から成る大部の法案をあげてい   
る。この時期における共和派の法案提出の状況な   
らびにその戦略については，梅揮 収「フランス   
義務教育制度における教員の位置初等教育組   
織法（1886年）の成立過程を通して」『東京   











（2）たとえば，佐藤英・一郎「第三共和国の成立・発   
展期の教育」，梅根 悟（監修）『世界教育史大系  
10フランス教育史Ⅱ』，講談社，1976年などのわ   
が国の先行研究に特徴的である。  




























（47）ポール・ベールの反対論は，ibid．，pp．2286－   
2287．  
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